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防衛庁訓令第２号

防衛庁付属機関組織規程（昭和29年総理府令第39号）第23条の5及び第23

条の32の規定に基づき、防衛大学校名誉教授及び防衛医科大学校名誉教授の

称号授与に関する訓令を次のように定める。

昭和５６年２月２３日

防衛庁長官 大 村 襄 治

防衛大学校名誉教授及び防衛医科大学校名誉教授

の称号授与に関する訓令

改正 平成19年 1月 5日庁訓第 １号

改正 平成19年 3月30日省訓第 28号

改正 平成19年12月25日省訓第166号

（趣旨）

第１条 この訓令は､防衛大学校名誉教授及び防衛医科大学校名誉教授（以

下「名誉教授」という｡）の称号授与に関し必要な事項を定めるものとす

る｡

（候補者の選定等）

第２条 防衛大学校長又は防衛医科大学校長が防衛大臣に名誉教授の称号授

与の候補者（以下「候補者」という。）を推薦する場合には、次の各号に

掲げる者のうちから候補者を選定し、それぞれ、防衛大学校又は防衛医科

大学校の教授会に諮問し、その答申を得た上防衛大学校又は防衛医科大学

校の評議会の議を経なければならない。

(1) 防衛大学校にあつては、防衛大学校長、防衛大学校副校長、防衛大学

校教授（以下｢防衛大学校教授等｣という｡）として２０年以上在職(教育

上又は学術上特に功績が顕著である者については１５年以上在職）して

退職しようとする者又は退職した者

(2) 防衛医科大学校にあつては、防衛医科大学校長、防衛医科大学校副校

長、防衛医科大学校教授（以下「防衛医科大学校教授等」という。）と

して２０年以上在職（教育上又は学術上特に功績が顕著である者につい

ては１５年以上在職）して退職しようとする者又は退職した者

（在職年数の加算）

第３条 候補者が次の各号に掲げる職としての在職年数を有する場合は、当

該各号に掲げる年数を前条各号に定める防衛大学校教授等又は防衛医科大

学校教授等としての在職年数に加算することができる（第１号及び第２号

の場合は防衛大学校の候補者に、第３号及び第４号の場合は防衛医科大学

校の候補者に限る。）。

(1) 防衛大学校准教授、防衛大学校講師又は防衛医科大学校教授等

在職年数の２分の１の年数
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(2) 防衛医科大学校准教授 在職年数の３分の１の年数

(3) 防衛医科大学校准教授、防衛医科大学校講師又は防衛大学校教授等

在職年数の２分の１の年数

(4) 防衛大学校准教授 在職年数の３分の１の年数

(5) 学校教育法（昭和22年法律第26号）第８３条の規定による大学又は旧

大学令の規定による大学(以下｢大学｣という｡)の学長(総長を含む｡)又は

教授 在職年数の２分の１の年数

(6) 大学の准教授又は学校教育法第１１５条の規定による高等専門学校、

旧高等学校令の規定による高等学校、旧専門学校令の規定による専門学

校若しくは旧教員養成諸学校官制の規定による教員養成諸学校の校長若

しくは教授 在職年数の３分の１の年数

(7) 防衛大臣の指定する学校の校長、教授その他防衛大臣の指定する職

在職年数の２分の１又は３分の１の年数のうち当該職ごとに防衛大

臣が定める年数

２ 前項の規定により加算することができる年数の合計は、１０年を超える

ことができない。

（教授会等の審議）

第４条 防衛大学校長又は防衛医科大学校長の諮問を受けた防衛大学校又は

防衛医科大学校の教授会は、それぞれ候補者について第２条に規定する在

職年数及び教育上又は学術上の功績の有無を審議し、名誉教授の称号を授

与することが適当かどうかを当該学校長に答申する｡

２ 前項の教授会が名誉教授の称号を受ける資格があると答申した候補者に

ついては、それぞれ防衛大学校又は防衛医科大学校の評議会の議を経るも

のとする。

３ 防衛大学校長又は防衛医科大学校長がそれぞれ前項の評議会の議を経た

候補者について名誉教授の称号授与を防衛大臣に推薦する際は、候補者の

経歴及び教育上又は学術上の功績を記載した書面をもつて行うものとする。

（称号の授与）

第５条 防衛大臣は、前条第３項の推薦に基づき、別記様式第１又は別記様

式第２により名誉教授の称号を授与する。

（委任規定）

第６条 この訓令に定めるもののほか、この訓令の実施に関し必要な事項は

、それぞれ防衛大学校長及び防衛医科大学校長が定める。

附 則

１ この訓令は、昭和56年２月23日から施行する。

２ 防衛大学校名誉教授の称号授与に関する訓令（昭和39年防衛庁訓令第34

号）は廃止する。

（在職年数の加算に関する特例）

３ 候補者が有する職として年数に、防衛大学校助教授、防衛医科大学校助

教授及び大学の助教授の在職年数がある場合には、これらの年数を第３条
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第１項各号に掲げる防衛大学校准教授、防衛医科大学校准教授又は大学の

准教授の在職年数にそれぞれ合算した年数を当該候補者が有する職の在職

年数として、同項各号の規定を適用することができる。

附 則（平成１９年１月５日庁訓第１号）（抄）

１ この訓令は、平成１９年１月９日から施行する。

附 則（平成１９年３月３０日省訓第２８号）

この訓令は、平成１９年４月１日から施行する。

附 則（平成１９年１２月２５日省訓第１６６号）

この訓令は、平成１９年１２月２６日から施行する。
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